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掲示板

長寿フェステイバル

麻溝ふるさとまつり 福祉バザー

救急キットを持てば
“きっとあんしん”

10月1日から活動開始！

「ちょこっと
  サポートしたい」

社会福祉協議会（社協）は、地域の福祉活動を応援しています。

日時 場所 対象内容 申込 になります。TEL問合せ費用 ※費用が掲載されていない場合は、無料です。

第20回相模台福祉まつり

定員

ふらっと立ち寄りサロン

健康落語

第42回東林ふるさとまつり
福祉バザー

第32回 東林ふくしまつり

10月26日(土) 午前10時～午後3時

相模台公民館

相武台まちづくりセンター
団体窓口

大野中地区社協

相武台地区社協 046-254-3755

042-705-5105

大野南地区社協 042-749-2056

10月6日(日)　午前9時30分～
麻溝公民館
歌謡ショー、似顔絵コーナー、
展示コーナー、模擬店等 
80歳以上の麻溝地区にお住いの方

「ちょこっとサポートしたい」問合せ窓口

30分以内：300円　60分以内：500円

おおのなかボランティアセンター(南区古淵3-9-24  アパホテル隣) 
誰でも気軽に立ち寄れる憩いの場です。飲物を用意
してお待ちしています。

10月23日(水）午前10時～午後2時30分

医師で落語家の古橋彰氏が「笑いと健康」についてお話しします。
大野中公民館11月13日(水) 午前9時30分～11時30分

070-3542-3010
又は070-2263-3010
(月～金曜日　午前9時～午後5時)
※相談内容によっては、対応できない
場合があります。

ゴミ出しや草むしり等、地域の皆さ
んのちょっとした困りごとを、速やか
にお手伝いします。御相談ください！

麻溝

新磯

相武台

相模台

大野中

福祉バザー開催！

南区地域福祉交流ラウンジ
(南区相模大野3-2-2 ボーノ相模大野2階)

9月28日(土) 正午～午後3時

大野南

東林

新磯地区在住の高齢者等

75歳以上の方、65歳以上の単身世
帯の方、ヘルプマーク、障がい者手
帳等をお持ちの方(年齢問わず。)

相武台まちづくりセンター団体窓口

相模台地区社協 042-744-3148

9月29日(日) 衣類販売：午前9時30分～
日用品・雑貨販売：午前10時～午後2時

東林地区社協 042-705-3315

10月27日(日) 午前10時30分～
麻溝小学校 校庭
バザー用品の御寄付も受付します。収益金
は、麻溝地区の地域福祉活動に活用します。

麻溝地区社協 042-778-2381

東林公民館　2階大会議室、中会議室
福祉バザーを開催します。収益金は、東林
地区の地域福祉活動のために活用します。

11月23日(土・祝) 午前10時～午後3時

東林公民館

どなたでも 不要。直接会場へ

補助犬講演、ボッチャ、高齢者疑似体験、手
話や車椅子・ハンディキャブ号等の体験、模
擬店等。スタンプラリーで景品プレゼント！

※収益金は、大野南地区の地域福祉活動のために活用いたします。

500個限定(1世帯に1セット)

午前10時～
午後3時

内　　容時　　間
障がい者福祉作業所の製品販売、模擬店（焼きそば
等）、高齢者支援センターによる健康・介護相談等

福祉バザー
神田織音さんによる講談で学ぶ成年後見制度

午前10時～正午
午後1時30分～2時45分

かかりつけ医や薬剤情報・持
病などの情報を専用容器に
入れ、万一の時に備えます。

『世界アルツハイマーデー普及啓発事業』
9月21日は、あじさい会館の日！
映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」

市社協常勤職員募集

日時　9月21日（土）　午後1時30分～(午後1時開場)
場所　市立あじさい会館ホール　定員　300人
費用　1席600円(前売券を購入してください。)

子どもの居場所づくりセミナー　～子ども食堂編～
　子ども食堂の立上げを目指す方や勉強したい方、必見！知ってお
きたい情報やノウハウ、市内の取組事例等についてお伝えします。

日時　10月28日(月)　午後1時45分～4時15分
場所　ユニコムプラザさがみはら　セミナールーム1
定員　50名(先着順)　問合　中央ボランティアセンター
申込　☎ 042-786-6181　1 042-786-6182
     　    {svc@sagamiharashishakyo.or.jp
※FAX又はメールにてお申込みの場合は、件名に「10/28セミナー申込」、
　本文に「氏名、電話番号、お住いの地区」を御記入ください。

市社協からのお知らせ

※「認知症でも安心して暮らせるためのイベ
ント」も開催

　午前10時～午後3時30分　どなたでも参加可

あじさい会館　
☎042-759-3963

前売券の
購入・問合せ

　令和2年4月採用の職員を募集しています。
　詳しくは、市社協ホームページを御覧ください。
問合　総務課　☎042-730-3888

市民公開講座「知って納得！！成年後見制度」
内容　司法書士等による講演と弁護士等による無料相談会を開催
日時　10月26日(土) ウェルネスさがみはら 7階 視聴覚室 
　　　11月  9日(土) 南保健福祉センター 2階 集団指導室
　　　12月  7日(土) 緑区合同庁舎 4階 集団指導室
講演　午後1時30分～、無料相談会：午後3時～
申込　さがみはら成年後見・あんしんセンター　☎042-756-5034

社協トップ _さがみはら南区版　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 042-753-8500  Fax 042-769-7001
佐藤 豪さがみはら南区編集室

原稿内容確認書

掲載日 掲載版 面 サイズ
2019/09/12 さがみはら南区版 外面 14.3cm × 4 段

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2 回までとさせていただいております。3 回目以降の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、
指定された発行日の紙面に掲載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。
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店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください
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弊社確認欄 校　了 責了　　　点 編集担当者    製作担当者 製作 (7) 田中 良 2019/09/06 17:19 A000894155-0

お客様
サイン 平成　　　　年　　　　月　　　　日

▪訂正ナシ。印刷作業
を進めて下さい ▪訂正有り。タウンニュース社で修

正して印刷作業を進めて下さい ▪ 訂正有り。確認のため修正した
原稿をもう一度送信して下さい
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福祉施設等の遊休スペースに、憩いの
場が作られています。（相模台地区）
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